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所
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地
　
　
　
神
奈
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県
鎌
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市
雪
ノ
下

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
八
月
―

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
鎌
倉
市
教
育
委
員
会

・
北
条
小
町
邸
発
掘
調
査
団

４
　
調
査
担
当
者
　
原
　
廣
志

一５
　
遺
跡
の
種
類
　
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
鶴
岡
八
幡
宮
前
面
で
若
宮
大
路
東
側
の
地
域
に
あ
た
り
、
北
辺
を
横

大
路
、
西
辺
を
若
宮
大
路
、
東
辺
を
小
町
大
路
に
囲
ま
れ
た
、　
一
辺
三
〇
〇
ｍ

程
の

一
画
内
に
含
ま
れ
る
。
こ

の

一
画
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
か

ら
後
期
に
若
宮
大
路
幕
府

（御

所
）
、
ま
た
は
執
権
北
条
泰
時

や
時
頼
ら
の
正
亭
所
在
地
と
も

い
わ
れ
、
鎌
倉
の
政
治
的
中
心

賀

　

し
て
も

っ
と
も
重
視
さ
れ
た

柩

場
所
で
あ
る
。
調
査
地
点
は
遺

跡
内
の
若
宮
大
路
に
面
し
た
南

西
隅
の

一
角
に
位
置
す
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
、
大
別
し
て
鎌
倉
時
代
と
江
戸
時
代
に
分
か
れ
る
が
、
木

簡
が
出
土
し
た
の
は
鎌
倉
時
代
の
若
宮
大
路
の
東
側
溝
か
ら
で
あ
る
。
鎌
倉
時

代
前
期
の
側
溝
は
、
現
在
の
大
路
歩
道
に
接
し
た
幅
三
ｍ
で
逆
台
形
の
箱
掘
と
、

そ
の
東
側
に
あ
る
Ｖ
字
形
の
薬
研
掘
の
溝
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
中
期
以
降
は
、

こ
れ
ら
を
埋
め
て
若
宮
大
路
が
拡
幅
さ
れ
、
側
溝
は
木
組
み
構
造
に
変
化
し
て

い
る
。
木
組
み
側
溝
は
箱
掘
状
に
し
た
掘
形
底
の
両
脇
に
約
三
ｍ
幅
で
、
ほ
ぞ

穴
を
切
っ
た
長
さ
四
ｍ
程
の
土
台
材

（角
材
）
を
据
え
、
ほ
ぞ
穴
に
東
柱
を
立

て
、
地
表
の
高
さ
で
束
柱
上
に
ほ
ぞ
空
き
の
角
材
を
の
せ
、
外
側
の
土
壁
を
横

板
材
で
お
さ
え
て
お
り
、
少
な
く
と
も
三
回
の
造
り
替
え
が
認
め
ら
れ
た
。
木

組
み
側
溝
は
ヽ
出
土
遺
物
か
ら
み
て
南
北
朝
時
代
前
期
ま
で
は
存
続
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

遺
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
側
溝
を
中
心
に
、
か
わ
ら
け
、
舶
載
陶
磁
器
、
渥

美

・
瀬
戸

・
常
滑
窯
の
国
産
陶
器
の
ほ
か
、
木
器
も
大
量
に
出
土
し
た
。
木
器

に
は
、
漆
器
皿

・
椀
、
漆
塗
り
櫛
、
下
駄
、
箸
、
曲
物
な
ど
が
あ
る
。
か
わ
ら

け
に
は
内
面
に

「即
」
を
連
書
し
た
墨
書
土
器
が
あ
る
。

木
簡
は
五
点
出
土
し
た
が
、
い
ず
れ
も
木
組
み
側
溝
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
側
溝
底
部
の
上
台
材
の
継
ぎ
目
付
近
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
の
一
点
は

笹
塔
婆
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容



1996年出土の木簡

「
一
丈
同
国
」

「□
日
回
□
□
□
さ
□
□

日
国
の
日
回
」

口
国
□
□
□
□
□
□

〔来
ヵ
〕

「
＜
南
無
薬
師
如
□

伽
牌
Ｎ
×

（
卜
∞
）
×

伽
　

ｏ
釦
騨

（
］
『
〕
）
×

（
伽
『
）
×

『
　

ｏ
∞
μ

（
囀

９

×

馴

×

り
　

ｏ
超

金

ｏ
じ

×

Ｓ

ｅ

×

∞
　

Φ
欝

（
∞
∞
〇
）
×

］
］
×

∞
　

ｏ
⇔
Ｐ

(4)①
は
大
型
で
、
上
端
は
両
角
を
や
や
削
り
、
下
端
を
両
側
か
ら
削
っ
て
尖
ら

せ
て
い
る
。
②
Ｏ
も
折
損
し
て
い
る
が
、
い
に
近
い
形
状
と
考
え
ら
れ
る
。
働

は
上
端
を
圭
頭
状
に
削
り
、
三
カ
所
に
左
右
の
切
り
込
み
を
も
つ
。

遺
跡
内
の
大
路
沿
い
二
地
点
か
ら
は
、
コ

丈
伊
北
太
郎
跡
」
や

「
二
け
ん

お
お
ぬ
き
の
二
ろ
う
」
な
ど
の
若
宮
大
路
側
溝
の
工
事
に
際
し
、
幕
府
が
御
家

人
に
分
担

・
奉
仕
さ
せ
た
負
担
工
区
を
表
示
し
た
木
簡
が
出
上
し
て
い
る

（本

誌
七
・
一
八
号
）。
今
回
出
土
の
木
簡
も
多
く
が
判
読
不
能
な
が
ら
、
出
土
地
点
、

そ
の
形
態
や
内
容
か
ら
比
較
し
て
同
じ
性
格
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

鎌
倉
市
教
育
委
員
会

『北
条
泰
時

・
時
頼
邸
跡
』
全

九
八
五
年
）

同

「北
条
小
町
邸
跡

（泰
時
・
時
頼
邸
こ

『鎌
倉
市
埋
蔵
文
化
財
緊
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